
 

10
月
29
日
、
超
党
派
の
議
員
と
区
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
３
、
４
名
ず
つ
議
員

が
入
り
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
付
箋
に
意
見
を
書
い
て
い
た
だ
き
な
が
ら
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。
私
は
共
産
党
の
小
松
あ
ゆ
み
さ
ん
と
島
田
拓
さ
ん
と
一
緒
に

Ｂ
グ
ル
ー
プ
を
担
当
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
を
し
ま
し
た
。
小
さ
い
お
子

さ
ん
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
年
代
の
方
か
ら
80
代
の
方
ま
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う

メ
ン
バ
ー
で
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
出
て
い
た
意
見
は
例
え
ば
、 

・
区
民
が
座
っ
て
休
憩
で
き
る
ベ
ン
チ
が
街
中
に
も
っ
と
欲
し
い 

・
ボ
ー
ル
を
使
え
な
い
な
ど
制
約
の
た
く
さ
ん
あ
る
公
園
が
多
い
の
で
、
も
っ

と
自
由
に
楽
し
め
る
公
園
が
ほ
し
い 

・
ひ
き
こ
も
っ
て
い
て
も
安
心
し
て
生
き
て
い
け
る
社
会
が
良
い 

・
給
食
か
お
弁
当
か
、
牛
乳
の
有
無
な
ど
選
べ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い 

・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を 

・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
民
間
任
せ
に
せ
ず
行
政
で 

・
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
を
話
し
合
え
る
場
が
必
要 

・
空
き
家
や
空
き
店
舗
の
活
用
が
も
っ
と
進
ん
で
ほ
し
い 

と
い
っ
た
も
の
で
す
。
参
加
者
が
皆
、
他
の
人
の
意
見
も
尊
重
し
合
い
な
が

ら
、
地
域
に
必
要
だ
と
思
う
こ
と
を
出
し
合
う
こ
と
の
で
き
る
と
て
も
良

い
会
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
区
長
を
変
え
る
」「
区
政
を
変
え
る
」

と
い
っ
た
政
治
的
な
目
標
と
、「
地
域
に
ベ
ン
チ
が
欲
し
い
」
と
い
っ
た
具

体
的
な
地
域
課
題
を
あ
わ
せ
て
皆
で
語
り
合
い
実
践
で
き
る
よ
う
な
と
り

く
み
を
進
め
て
い
け
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
参
加
し
た
各
議
員
が
日
々
の
議
会
で

の
政
策
提
言
に
参
考
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
今
回
の
活
動
の
主
目
的
で

あ
る
、
次
回
の
区
長
選
の
戦
略
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
、
超
党
派
の
議
員
が
区
民
の
皆
さ
ん
と

区
政
に
つ
い
て
語
り
合
う
機
会
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

写真 

左：参加者の皆さんと                          ※撮影時のみマスクを外しています。                                                          

真ん中：グループで 

右：議員のメンバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区政レポート 

〒178-0063練馬区東大泉 3-1-18-102 
電話 03-3978-4154  FAX03-3978-4158 
ＨＰ http://www.sakurako-nerima.com/ 
メール sakurako_happy_society@yahoo.co.jp 

 

 

        

 

 

 

 

 

2022年 11月号 

（議会報告通号 Vol.150） 

 

 

 

かとうぎ桜子 

練馬区議会議員（無所属） 

 

メールマガジン

発行中！ 

 

かとうぎ桜子プロフィール 

●1980年生まれ。現在、42歳です。２７歳から区議会議員になって、4期目です。 

●桐朋女子という、自由な校風の中学・高校を卒業しました。こどもの頃から猫が好きで、今も３匹の保護猫を飼って

います。キジトラ、サバトラ、黒猫。 

●慶応義塾大学文学部では国文学を専攻していましたが、人間関係を調整する仕事に関心を持ち、大学４年の夏休

みにホームヘルパー2級の資格を取得しました。 

●もっと深く福祉のことを知りたいと、大学卒業後に夜間の上智社会福祉専門学校に入学し、昼間はヘルパーや福祉

関係の事務の仕事をしながら、２００５年に社会福祉士を取得。 

●社会福祉士取得後、NＰＯで介護の仕事をしたのですが、制度的な課題を感じ、介護保険など制度運用の改善と

地域で人の生活をささえるしくみを作りたいと、2007年の区議会議員選挙に初挑戦し、当選しました。 

●議員になってすぐ、区立保育園の民営化問題で当事者が置き去りとなって施策が進められていることに疑問を感

じ、 

立教大学大学院・21世紀社会デザイン研究科にて、民営化問題と市民参加について研究しました。 

●2012年、検診で子宮頸がんが見つかり治療。今は定期検診のみで、落ち着いていますが、 

この経験を機に、女性の健康や人権についてもっと取り組んでいきたいと考えました。 

●２０１４年、東日本大震災で被災した地域の応援の活動で知り合った夫と結婚。 

●2017年、手話検定 1級取得。 

●2018年、シェアハウスと地域の拠点「ウイズタイムハウス」を大泉学園町４丁目にオープン 

●2019年、福祉と連携した旅行サービスと NPO等の支援活動をする「桜こみち株式会社」設立 

●2020年、介護福祉士を取得。 

●ヘルパーや相談員の仕事も続けています。現場の実践を政策に活かすとりくみを今後も続けていきます。 

●ヘルパーの活動などでご高齢の方や障害のある方にお会いする機会も多いため、コロナの感染状況を見ながら駅

での配布は休止したり再開したりしています。 

★選挙に向けての準備を考える会のご案内 

2023年春、区議会議員選挙が予定されています。 

選挙を迎えるまでには、ポスターの準備や皆さんに政策を知っていただく工夫など、考える

ことが山積しています。そこで、これから選挙が始まるまでに数回、会議をしようと考えて

います。ご一緒に考えてくださる方、ぜひご参加いただけませんか？ 

 

【初回日時】1月 14日（土）午後 1時 30分～3時 

【会場】かとうぎ桜子事務所 

 練馬区東大泉 3-1-18 横山マンション 102 

   ※大泉街道沿いのマンション 1階テナント部分です。 

＊1月 14日のご参加は難しくても、 

その後にご参加くださる方もご連絡ください！ 

＊お申し込みはメール・はがき・ＱＲコードから 

お願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 



今
ま
で
は
生
活
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
、
特
例
貸
付
の
案
内
が
で
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
し
、
そ
の
他
の
貸

付
が
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
安
易
に
判
断
で
き
ま
せ

ん
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
電
話
を
受
け
る
ス
タ
ッ
フ
は

必
ず
し
も
福
祉
の
専
門
職
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
特

例
貸
付
が
終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
役
割
も
変
化
し
て
き
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
フ

ォ
ロ
ー
も
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
特
例
貸
付
の
返
済
の
据
え
置
き
期
間
も
延
長

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
２
３
年
１
月
に
は
返
済
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
特
例
貸
付
は
開
始
当
初
、
「
コ
ロ

ナ
で
生
活
に
影
響
を
受
け
た
方
は
柔
軟
に
貸
付
を
受
け

ら
れ
、
返
済
時
も
困
窮
し
て
い
た
場
合
は
免
除
を
す
る

の
で
、
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
累
計
３００
万
件
以
上
、
１
兆
４
千
億

円
を
超
え
る
貸
付
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

実
際
に
は
返
済
免
除
の
対
象
は
限
ら
れ
て
お
り
、
今

後
、
返
済
を
す
る
こ
と
に
よ
る
新
た
な
困
窮
が
生
じ
な

い
か
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
10
月
初
旬
に
は
日
本
弁
護

士
連
合
会
か
ら
も
左
記
の
よ
う
な
会
長
声
明
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。 

    
 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
が
起
こ
る
前
か
ら
年
収
２００
万
円

台
以
下
で
生
活
し
て
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
減
収 

     

に
よ
っ
て
貸
付
を
受
け
た
人
も
多
く
、
ま
た
若
い
年
代

の
人
も
多
い
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

経
済
的
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
面
で
も
、
実
は
コ

ロ
ナ
以
前
か
ら
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
っ
た
の
に
、
何
の

支
援
に
も
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
人
が
一
定
程
度
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
返
済
や
免
除
の

手
続
き
を
促
す
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
の
困
り
ご
と
を

捉
え
、
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
自
治
体
に
求
め
ら

れ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
練
馬
区
で
も
全
国
的
に
見
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍

に
な
っ
て
か
ら
、
生
活
保
護
を
受
け
る
人
は
あ
ま
り
増

え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
特
例
貸
付
を
は
じ
め
と
す
る

支
援
が
な
く
な
る
中
で
、
生
活
保
護
申
請
が
増
え
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
想
定
し
た
生
活
困
窮
者

支
援
と
生
活
保
護
の
窓
口
の
体
制
の
充
実
を
求
め
ま
し

た
。 

 

                                                           

     

以
前
の
区
政
レ
ポ
ー
ト
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
困
窮
者
支
援
は
ず
っ
と
、
生

活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
が
中
心
で
し
た
。
２
０
２

０
年
３
月
に
貸
付
が
始
ま
っ
た
当
初
は
緊
急
的
、
特

例
的
に
始
ま
っ
た
制
度
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
の
中
で
、
期
間
の
延
長
が

繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

生
活
福
祉
資
金
は
本
来
、
生
活
の
相
談
を
受
け
る
こ

と
も
併
せ
て
行
う
福
祉
的
な
役
割
が
あ
る
の
で
す

が
、
特
例
で
は
郵
送
の
申
請
も
可
能
と
し
、
本
来
の

役
割
が
十
分
に
果
た
せ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
も
原
則
は

返
済
が
必
要
と
な
る
貸
付
以
外
に
、
生
活
困
窮
者
支

援
の
メ
ニ
ュ
ー
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と

に
、
現
場
の
相
談
員
か
ら
も
制
度
の
改
善
を
求
め
る

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

    

そ
の
特
例
貸
付
が
つ
い
に
２
０
２
２
年
９
月
末
で

終
了
。
貸
付
は
コ
ロ
ナ
が
起
こ
る
前
か
ら
あ
っ
た
本

則
に
戻
り
ま
す
の
で
、
特
例
的
に
柔
軟
な
対
応
を
し

て
き
た
貸
付
と
比
べ
て
基
準
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。 

   コ
ロ
ナ
禍
で
始
ま
っ
た
特
例
貸
付
が
終
了
。
新
た
な
支
援
体
制
が
必
要
。 

日本弁護士連合会「特例貸付の償還免除範囲の抜本的拡大と支援体制の整備を求める会長声明」 

2022年 10月 6日 

2020年 3月から社会福祉協議会（以下「社協」という。）を窓口として行われている、生活福祉資金の「緊急小口資金」と「総合支援資

金」の特例貸付については、新型コロナウイルス感染症の影響で生活費不足に陥った市民からの申込みが殺到し、実に、累計貸付件数

は 334万件、累計貸付決定額は 1兆 4242億円をそれぞれ超えている（2022年 9月 24日時点の速報値）。 

 

貸付上限額は、緊急小口資金が 20万円、総合支援資金が単身世帯で月 15万円、複数世帯で月 20万円であり、緊急小口資金、総合

支援資金の初回貸付（3か月）、延長貸付（3か月）及び再貸付（3か月）の全てを利用した世帯の借入総額は、単身世帯で 155万円、

複数世帯で 200万円に達する。2023年 1月からは、これらの借入れの償還（償還期間最大 12年）が順次開始される予定であるが、も

ともと生活に困窮した世帯にとっては、上記のように多額の債務の長期にわたる返済自体が生計破綻の引き金となる危険が高い。 

 

一方、制度開始時、国は、「償還時において、なお所得の減少が続く住民税非課税世帯の償還を免除することができる」ことを強調し、全

国の相談現場では、柔軟な一括償還免除がされることを期待した借入申込みが殺到し、積極的な貸付けが行われてきた。ところが、現

在国が公表している償還免除の要件は、①緊急小口資金と総合支援資金の初回貸付、②総合支援資金の延長貸付、③総合支援資金

の再貸付ごとに判定年度をもうけ、当該年度又はその前年度において、原則として借受人と世帯主が共に住民税非課税であることとさ

れており、細切れに償還免除していく内容となっている。 

 

しかしながら、このように限定的な要件では、おびただしい数に及ぶ特例貸付利用世帯の多くは、長期にわたる償還を強いられることと

なり、当該世帯の生活再建が阻害されることになる上、社協の窓口事務にも混乱と負担が生じることが予想される。当連合会は、2009

年 9月 18日付け「生存権保障水準を底上げする『新たなセーフティネット』の制度構築を求める申入書」において、創設当初の総合支

援資金について、償還猶予や免除を十分活用するよう求めていたところである。本来、新型コロナウイルス感染症の影響で生活困窮に

陥っている世帯の支援を「貸付」で行うという制度設計自体に問題があったことも勘案すれば、国は、例えば以下のような方法で、償還免

除の範囲を抜本的に拡大すべきである。 

 

1 償還時期を迎えた借受人のみが、借入開始後いずれかの年度において住民税（所得割）非課税であれば、償還未済額及び償還計

画額の残額の全額を一括免除する（償還開始後に同様の状態となった場合も同様に取り扱う）。 

 

2 住民税非課税に該当せずとも、新型コロナウイルス感染症の感染拡大後において、その他の生活困窮者支援制度（児童扶養手当、

就学援助、住居確保給付金、求職者支援制度の職業訓練受講給付金、生活困窮者自立支援金、住民税非課税世帯等に対する臨時特

別給付金、低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金など）の利用実績のある世帯についても一括免除の対象とす

る。 

 

3 生活困窮者自立支援制度における家計改善支援事業を任意事業（国庫補助 3分の 2）から必須事業（国庫補助 4分の 3）化し、担

当相談員による意見書等を根拠として償還免除とする余地を認め、又は、12か月分以上の償還遅延等を前提とすることなく社協が償還

の見込みがないと判断する余地を認めるなどして、更にきめ細やかで柔軟な償還免除を可能とする。 

 

また、償還開始となる世帯の中には、自己破産その他の債務整理手続を必要とする世帯も相当数見込まれるところ、生活困窮者の中に

は障がいや傷病等によって独力でこうした相談窓口にたどり着けない者も少なくない。厚生労働省が、2022年 9月 9日付けで社協及び

自立相談支援機関における支援体制の整備を求める事務連絡を発出しているところであるが、当連合会は、国に対し、支援体制の整備

を単に現場任せにするのではなく、国の責任で、必要な人員確保等体制構築のための費用算定の基準を示し財源措置を講じるととも

に、市民に対する広報を徹底することを求める。 

 

当連合会としても、各地の弁護士や弁護士会等が社協及び自立相談支援機関と緊密に連携して相談等にあたることができるよう協力を

惜しまない決意である。 
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練馬区の生活相談コールセンターに寄せられた 

相談件数の推移 

2020年度 17000件強 

2021年度 8471件 

2022年度 

（8月末まで） 

1700件余 

2020年 4月設置、主に特例貸付や住居確保給付金

といった支援メニューをご案内してきたとのこと。 

特例貸付について、相談の現場で働く方々が出された提

言のことなどは、2022年 1月号の区政レポートで詳

しくご紹介しました。以下のQRコードからバックナン

バーのデータをご覧いただけます。 

 

 


